
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

とうじの岬から 

大房
たいぶさ

岬
みさき

自然公園ニュースレター Ｎo.124 

2018 年 

冬 

夜をたのしむゲーム 
 いつもとちがう夜をたのしもう！ 
○19：00～20：00   ○どなたでも 

○1000 円（中学生以上）、800 円（小学生以下） 

○インフォメーションセンター集合解散 
  

裏面：連載「たいぶさみさきまめちしき」へ 

na」

 

「注意！！」 

年10月の台風21号の影

響で現在崩落箇所あり 

※立ち入り禁止となっています 第 2展望台 



 
 

 

 

 

「黄色いくちばしの器用な豆割り鳥」 

「深緑色が特徴のベジタリアン」 

 

特徴は、生きていくうえで最適な太い嘴！ 

これは木の実を掴みやすくするのと嘴の力を発揮しやすいように進化した

ものです。シメは、さほど警戒心も強くないので人が作った餌台や鳥小屋、

ベランダなどにもよく顔を出してくれます。 

ジョウビタキ 

シメ 

【発行元】大房岬ビジターセンター  （指定管理者）：NPO 法人千葉自然学校   

〒299-2404 南房総市富浦町多田良 1212－29 TEL:0470-33-4551/FAX:0470-33-4663 

メール:park_taibusa@chiba-ns.net  HP：http://taibusa-misaki.jp/  

スズメより小さく、頭の灰白色がもっとも特徴的！⇒おじいちゃんみたい。

雄雌に関係なく縄張りをつくって一冬を過ごします。人間のおじちゃんを 

“爺”や“尉”と呼ばれるのは…ジョウビタキの“ジョウ”が由来でもあります。 
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